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順天堂大学と公益財団法人笹川スポーツ財団によるスポーツボランティア養成事業 
 

 スポーツボランティア・リーダー養成を卒業所要単位の科目として位置付けた授業 
 

 「スポーツボランティア」 2016年度も開講 
 

 
 

 笹川スポーツ財団（東京都港区赤坂 理事長：小野清子 以下、SSF）では、順天堂大学スポーツ健康

科学部（千葉県印西市 学部長：内藤 久士）において、スポーツボランティアを卒業所要単位の科目

として位置付け、授業履修後、試験に合格し登録すると「スポーツボランティア・リーダー」資格が付

与される授業「スポーツボランティア」（※）を、昨年度に引き続いて開講いたします。 
 

本授業は、SSFの有するスポーツボランティア育成ノウハウを同大学スポーツ健康科学部の学生に提供

することを通じ、ラグビーワールドカップ 2019日本大会や 2020年東京オリンピック・パラリンピック

競技大会等においてスポーツボランティア・リーダーとして活躍できる人材の育成を図るものです。 

 

初年度の昨年は、45名のスポーツボランティア・リーダーが誕生いたしました。本年度も、60名を超

える学生がスポーツボランティア・リーダーを目指し受講いたします。 
 

 

 

 

 

※「スポーツボランティア」授業内容 

スポーツボランティア活動の意義や役割、スポーツボランティア活動におけるチームビル

ディング、スポーツボランティア組織の運営及び安全管理等について学ぶ。 

本講義は、特定非営利法人日本スポーツボランティアネットワーク（東京都港区赤坂 笹

川スポーツ財団内）の資格認定講座であり、認定試験に合格し登録すると、「スポーツボ

ランティア・リーダー」の資格が付与される。 

 

 

 

【主  催】 順天堂大学 スポーツ健康科学部 

【運  営】 公益財団法人 笹川スポーツ財団 

【協  力】 特定非営利活動法人 日本スポーツボランティアネットワーク 

【期  間】 平成 28 年度上半期(平成 28 年 4 月 19 日から 7 月 12 日)全 8 コマ 

【会  場】 順天堂大学さくらキャンパス（千葉県印西市平賀学園台 1-1） 

【受 講 者】 順天堂大学 スポーツ健康科学部 3 年生以上 

【担当教員】 順天堂大学 スポーツ健康科学部 教授 黒須 充  

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

笹川スポーツ財団 経営企画グループ 

竹下・工藤・玉澤 TEL：03-5545-3301 
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予定 テーマ 概要 担当者

2 4/19 スポーツボランティアの基礎知識１
スポーツボランティアの定義と分類、スポーツボランティア活動
の具体例などを紹介する。障害者のスポーツにおけるボランティ
アの現状についても触れる。

渋谷、黒須

3 4/26 スポーツボランティアの基礎知識２
スポーツボランティア活動に求められるコミュニケーションスキ
ルの基礎について、実践をふまえて理解を深める。 但野、黒須

6 5/24
スポーツイベントのボランティア
～大規模イベントを例に～

大規模スポーツイベントにおけるボランティアの活動事例を、映
像やデータに基づいて理解する。 渋谷、黒須

8 6/7
スポーツボランティア・リーダー
概論１

スポーツボランティア・リーダーの役割、心得、求められる資質
などについて、活動現場の事例もふまえて理解する。

宇佐美、黒須

9 6/14
スポーツボランティア・リーダー
概論２

スポーツボランティア・リーダーの立場で身につけておくべきス
ポーツ全般やスポーツボランティアに関する幅広い知識を身につ
ける。

園部、黒須

10 6/21
スポーツボランティア・リーダー
概論３

スポーツボランティアを束ね、ボランティアが安全かつ有意義に
活動できる環境をつくる上で、ボランティア・リーダーに求めら
れるコミュニケーションスキルを実践を通じて習得する。

東、黒須

13 7/5 グループ・ディスカッション

スポーツボランティアの意義、スポーツボランティアの現状と課
題、スポーツボランティアリーダーに求められること、スポーツ
ボランティア参加の促進と定着に向けた課題や工夫などのテーマ
を設定し、グループで意見交換を行う。

黒須、但野

14 7/12
まとめ
最終レポート作成

授業全体を通しての復習およびまとめまとめを行い、最後に、本
講義を通して学んだことや感じたことについて、最終レポートを
作成する。

黒須、渋谷

　「スポーツボランティア」

授業全 14 回のうち、8 回を担当 


